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○健康推進課 

日  程 令和３年９月８日（水） 

会  場 第１会議室 

開  会 午前９時００分～午前１０時１０分 

出席委員 
小澤高道（委員長）、後藤栄美子（副委員長）、 

平賀 真、児玉信長、大澤和雄 

欠席委員 なし 

説 明 員 佐々木課長、内山補佐、相原補佐、門間係長、櫻田係長 
 

№ 質疑応答の概要 

 一般会計 

１ P92 国保特別会計繰出金が充てられる事業について、大きい不用額は生じたか。 

答 特定健康診査事業については、特定健康診査を受診してから２か月後の支払い

となるため、予算額を確定させる段階では請求額が確定せず、不用額が多く生じ

てしまった。また、コロナの影響で受診控えが起き、受診者が例年よりも少なか

ったことも要因となっている。 

２ P108 献血協力者賞賜金に関連して、献血推進事業は、コロナの影響があったか。 

答 目標としていた献血協力者１６０人を上回ったため、影響はなかったと認識し

ている。 

３ P108 新型コロナウイルス感染症検査機器整備費負担金の目的は。 

答 医師会病院及び秋田病院において、医療従事者などの検査ができるよう整備さ

れたものである。 

４ P108 がん患者医療用補正具購入補助事業について、利用者は女性が多いのか。 

答 令和２年度までの利用者は、女性のみである。 

 国民健康保険事業勘定特別会計 

５ P207・209 療養給付費負担金における訪問看護の利用件数は。 

答 ３８件である。 

６ P217 高額医療費共同事業負担金国返還金の詳細は。 

答 国保都道府県化により高額医療費共同事業における負担金、交付金の算定を行

う主体が国保連合会から県に移行したところ、それ以前において国保連が各市町

村に通知していた算定額に誤りがあったことが判明した。算定方法については、

平成２０年度から誤りがあったという説明であったが、返還を求める期間につい

ては、２６年から２９年までの４年間となった。 

７ P302 国保財政調整基金について、今後の見通しは。 

答 現在の税率を維持していくと、高額医療費共同事業負担金国返還金を除いても

赤字となるため、基金を運用していかなければならない見込みである。 

 後期高齢者医療特別会計 

 なし 
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○福祉課 

日  程 令和３年９月８日（水） 

会  場 第１会議室 

開  会 午前１０時２０分～午前１１時５０分 

出席委員 
小澤高道（委員長）、後藤栄美子（副委員長）、 

平賀 真、児玉信長、大澤和雄 

欠席委員 なし 

説 明 員 清水課長、畠山補佐、柿崎補佐、近藤補佐、加藤係長、牧野係長、近藤係長 
 

№ 質疑応答の概要 

 一般会計 

８ P20 認可保育所保護者負担金については消滅時効（５年）があるが、養護老人ホー

ム入所負担金は該当しないのか。 

答 該当しないものと認識していたが、消滅時効を適用できるという情報もあるこ

とから、今後調査し適切に対応したい。 

９ P48 行旅病人及び行旅死亡人取扱費の件数は。また、経費を回収できなかった件数

は。 

答 行旅死亡人が３件で、全て町内在住者であった。また、経費については遺族ま

たは遺留金から納めていただいており、回収できなかったものはない。 

１０ P48 行旅死亡人取扱費の対象となったのは、全て町内在住者とのことだが、１人暮

らし世帯に対する民生委員の関わり方は。 

答 見守り対象となった場合、民生委員が月１回程度訪問している。そのほか、特

に配慮が必要な場合は、社会福祉協議会のコミュニティソーシャルワーカーも見

守り等を行っている。 

１１ P88 子ども・若者育成支援事業について、引きこもりの実態を把握しているのか。 

答 実人数は把握できていないが、令和２年度の相談件数は３３件であり、本人か

らの相談が２８件、保護者からの相談が５件であった。 

１２ P88 子ども・若者育成支援事業費の算出方法は。 

答 人件費や相談事業、就労体験等の事業費等について、委託先の長信田の森心療

クリニックに算出してもらい、予算計上している。 

１３ P88 成年後見支援センター開設準備及び運営業務に関連して、成年後見人が決定す

るまでの流れは。また、後見人は弁護士等か。 

答 後見人は、被後見人の資産状況等に応じて家庭裁判所が選任しており、弁護士

や司法書士のほか、法人後見として社会福祉協議会が選任される場合もある。 

１４ P88 家庭裁判所への申し立て費用や後見人の報酬は、被後見人が負担することにな

るのか。 

答 被後見人の負担が原則であるが、やむを得ない場合は一旦町が負担し、本人の

資産等に応じて納めていただくことになる。なお、これらに対する町の助成制度
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№ 質疑応答の概要 

も整備されている。また、報酬については、在宅の場合は月２万８千円、施設に

入所している場合等は月１万８千円が上限となっている。 

１５ P94 老人クラブ連合会への補助金について、各老人クラブの活動実績は把握してい

るか。 

答 令和２年度までは、補助金を老人クラブ連合会へまとめて交付し、活動報告も

連合会が提出していたが、令和３年度からは、町から各老人クラブへ直接交付

し、活動実績を確認できるよう見直した。 

 介護保険事業勘定特別会計 

 なし 

 介護サービス事業勘定特別会計 

 なし 
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○教育委員会事務局・教育機関 

日  程 令和３年９月８日（水） 

会  場 第１会議室 

開  会 午後０時５８分～午後１時３０分 

出席委員 
小澤高道（委員長）、後藤栄美子（副委員長）、 

平賀 真、児玉信長、大澤和雄 

欠席委員 なし 

説 明 員 後藤次長、木村補佐、鎌田補佐、大高補佐、工藤補佐、児玉係長 
 

№ 質疑応答の概要 

１６ P46 学校給食費滞納繰越分の内訳は。また、消滅時効はないのか。 

答 ２３世帯分の調定額に対し、３世帯からの分納があり、２２世帯分が収入未済

となっている。また、消滅時効はあるが、私債権のため、不納欠損処分までの手

続きは難しいものと認識している。 

１７ P162 浜口小学校教職員室エアコン設置工事は、新規設置か。 

答 故障による交換である。 

１８ P173 体育施設管理費に関連して、八竜Ｂ＆Ｇ海洋センターの利用者数と年齢別の

内訳は。 

答 延べ利用者数は、５，０３９人で、高校生以上が２，２１０人、学校授業・保

育園利用及び水泳教室参加者を含んだ中学生以下が２，８２９人である。 

１９ P174 水泳教室講師への報償金の詳細は。 

答 夏休み期間中に小学生以下を対象とした水泳教室を開催しており、講師１人及

び補助員３人分の謝金である。 

２０ P179 学校給食費に関連して、アレルギー対応食の品目数は。 

答 令和２年度は、児童生徒２７人が２８品目の食物アレルギーを有している。 

 



- 175 - 

○町民生活課 

日  程 令和３年９月８日（水） 

会  場 第１会議室 

開  会 午後１時４０分～午後２時１０分 

出席委員 
小澤高道（委員長）、後藤栄美子（副委員長）、 

平賀 真、児玉信長、大澤和雄 

欠席委員 なし 

説 明 員 荒川課長、近藤補佐、内藤補佐、平塚係長、佐々木係長 
 

№ 質疑応答の概要 

２１ P26 犬登録手数料に関連して、犬の放し飼いを禁止する県条例等はあるのか。 

答 動物の愛護及び管理に関する法律（「狂犬病予防法」の発言を訂正）に基づき制

定された秋田県動物の愛護及び管理に関する条例により禁止されている。 

２２ P26 多頭飼育の実態は、把握しているか。 

答 民生委員等を通じて把握に努めており、琴丘地域１件、山本地域１件、八竜地

域５件となっている。 

２３ P42 災害援護資金貸付金元利収入滞納繰越分の詳細は。 

答 日本海中部地震における建物の修繕費用として貸付したものである。 

２４ P108 災害用備蓄物資として購入した食料品は、台帳等で管理しているのか。ま

た、不織布マスクはどのくらい購入したのか。 

答 管理している。賞味期限の２か月前には、社会福祉協議会のフードバンクに寄

付し、不足分は補充している。なお、不織布マスクは２，７００枚購入した。 

２５ P108 災害用備蓄物資と避難所用備品の違いは。また、新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金を活用し、購入した備品は何か。 

答 災害用備蓄物資は、災害時に供給される食料品等の物資で、避難所用備品は、

避難所において使用される寝具等の備品である。なお、購入した備品は、エアベ

ッド３００台、テント１５０張、寝袋４５０枚などである。 

２６ P115 塵芥処理費には不用額が発生し、し尿処理費には発生していない理由は。 

答 どちらも能代山本広域市町村圏組合が行う事業であり、負担金の支出について

不用額は発生しない。ただし、塵芥処理費については、町が行う事業もあり、委

託業務等の事務精査において、不用額が発生してしまう。 

２７ P150 三種川監視カメラ施設保守管理業務に関連して、プライバシー侵害に関する

苦情は寄せられているか。 

答 民家が写らないように調整しており、令和２年度はなかった。 
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上記会議の次第を記載し、その相違ないことを証明するためにここに署名する。 

 

 

 

    決算特別委員会教育民生分科会委員長   小 澤 高 道 

 

 

 


